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アソダルシアの犬<1927>

監督 ルイス ・ ブニュ ニ ル

“アンダル ツアの犬 ’'はフランス無声時代の末期に盛ん

だった前衛映画の最後のそしてもっとも注目すべき作品

である。 これをつくったのは、 二人のスペイン人、 ルイ

・ プニュ ニルとサルバドール ・ダ））である。 プニュエル

は現在でもメキシコおよびフランスで映画をつくってい

る。 ダリがその後ジェ ルレアリスムの画家とじて世界的・

に名声を博したことはだれでも知っている。 要するにこ

れはスペイン的残酷のシュルレアリスム的、 そしてやや

観念的な視覚化である。 これが他のフランス前衛映画と

ちがう点である。 しかしそれでもこれを “説明
” するこ

とはやはり無理である。 これを白日の夢と解釈すること

は一番容易である。 これをフロイト的精神分析だという

のもうなずけないではない。

だが、 わかい女の目を剃刃の刃が切ることがなにを意

味するか、 というような質問に答えるひまはだれにもな

い。 それよりもロ ートレアモンの言葉 ‘‘解剖台の上でこ

うもり傘とミシンが出合ったような美しさ” を頭に入れ

て見た方が賢明であろう。 それでなければダ））の絵をお

もいだしつつ、 これを見るのも一興である。 さらにもし

その人がクレールの映画を見ているならば、 18世紀人ク

レールの ‘‘幕間 ’'とこれは、 アンチテ ーズなのではない

か、 こう考えてもいいだろう。 しいてこれに総評をくわ

えて安心したい人はこれが ‘‘八つあたりインテリ” のす

がたであると考えきめることも、 そうまちがいではある

まい。 しかしこの作者ブニュニルが第二次大戦後メキッ

コで “忘れられた人々 ” <1950>を発表したことをお忘

れなく。

イタリアの麦わら帽子<1927>

監督 ルネ・ クレ ー ル

“イタリアの麦わら帽” 子はフランス無声映画の傑作の

一つである。 クレールばこれをウ ージェ ー ヌ・ラビッシ

ュおよびマルク＝ミツェ ル 合作の喜劇から脚色し、 アル

ベ ールプレジャンガ主演した。 いまや結婚式をあげよう

とするファディナ ールの馬がある人妻の麦わら帽子を食

い切った。 人妻の恋人が同じものを買って返せと厳談す

る。 そこでファディナ ールはバリ中を駆け廻り、 やっと

見つけたのが自分の嫁さんの祝いの品の中だった。 とい

うこれはフランスのヴ ォ ドヴィル喜劇プラス マック・

セネ ッ ト喜劇の “追駆け
”

といった感じのクレール式喜

劇。 これをバルデ ーシュ ＝ プラジャックは、 “フランス・

ブルジョアジーのロシャバレー” と呼んだ。

クレールの作品にはヴォドヴィ ル喜劇とロマンティ ー

ク喜劇の二系列があるが、 これはそのヴォドヴィル喜劇

の最初の代表作である。 そして内田岐三雄くきさお＞も

いうように “クレールの人物の動かし方は全く卓越した

ものである••…•それは操り人形の名人が自在にその人形

を操るにも比喩えられよう”。クレールがその後もラビ・ゾ

シュ的題材をいくどか映画化したわけは、 人物の動きを

バレー化し、 リズム化されたモンタ ージュを行うのに好

適だからなのである。 この系彼の列の映画 を あ げ れば

トーキー以後に “
ル •ミリオン’'＜1931>, “自由を我

等に” <1932>、 “沈獣は金” <1947>、 “夜ごと の 美

女” <1952>がある。
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